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9月
定例会

9月定例会 　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
を
、
１
日
か
ら
17
日

ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
一
般
質
問

は
、
８
人
の
議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は
全
17
議
案
で
、
令
和

元
年
度
決
算
関
係
９
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予

算
関
係
５
件
、
そ
の
他
３
件
を
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
議
員
発
議

に
よ
る
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
ほ
か
、
浅
沼

幸
雄
議
長
不
信
任
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
68
号
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
計
上
さ
れ
た
後
方
支
援
資
料
館
増
設

関
連
予
算
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
は
、
反
対
、
賛

成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
節
目

に
、
後
方
支
援
資
料
館
の
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
係
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
し
た
結
果
、
修
正
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小　
松　
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佐
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恵
美
子
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池　
浩　
士

佐
々
木　
敦　
緒

佐
々
木　
僚　
平

小　
林　
立　
栄

菊　
池　
美　
也

萩　
野　
幸　
弘

瀧　
本　
孝　
一

多　
田　
　
　
勉

菊　
池　
由
紀
夫

菊　
池　
巳
喜
男　

照　
井　
文　
雄

荒　
川　
栄　
悦

安　
部　
重　
幸

新　
田　
勝　
見

佐
々
木　
大
三
郎

議案
第68号

修正案 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇
原　案 ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ●

請願第 3 号 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●
※議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対。－は棄権となります。
※追加日程第１については、無記名投票による採決のため、賛否は公表されません。
審議結果は、遠野市ホームページで確認することができます。

議　　　案　　　名 賛成 反対

議案
第68号

修正案
令和 2 年度遠野市一般会計補正予算（第 4 号）

6 11
原　案 11 6

請願第 3 号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をはかるための、
2021年度政府予算に係る意見書採択の要請に関する請願について 4 13

追加日程第１ 浅沼幸雄議長不信任動議 10 6

遠野市議会  9月定例会  審議結果

賛否がわかれた議案等についてのみ掲載しています。賛 否 の 公 表
修
正
動
議
・
提
案
理
由

　

後
方
支
援
資
料
館
の
拡
張

常
設
化
を
延
期
し
、
遠
野
市

独
自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
全
力
を
投
じ
て
ほ
し

い
。

　

後
方
支
援
資
料
館
展
示
内

装
業
務
委
託
料
、
公
有
財
産

購
入
費
を
含
む
防
災
教
育
推

進
事
業
費
２
４
４
８
万
円
を

減
額
し
た
修
正
案
を
提
出
す

る
も
の
。

︿
発
議
者
〉

　
　
小
松　
正
真

　
　
佐
々
木　
恵
美
子

　
　
荒
川　
栄
悦

後
方
支
援
資
料
館
増
設

関
連
予
算
を
含
む

補
正
予
算
原
案
を
可
決

　
小
林　
立
栄

　
菊
池　
美
也

　
瀧
本　
孝
一

⃝
 

「
東
日
本
大
震
災
10
年  

後

方
支
援
活
動
伝
承
懇
談
会
」

に
よ
り
、
後
方
支
援
活
動
で

得
た
教
訓
の
伝
承
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
が

導
き
出
さ
れ
た
。
防
災
教
育

推
進
の
歩
み
を
遮
る
理
由
は

見
当
た
ら
な
い
。
震
災
の
伝

承
に
お
い
て
、
遠
野
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

⃝
 

財
源
に
つ
い
て
、
国
や
県
と

連
携
し
て
確
保
に
努
め
る
と

の
市
の
考
え
も
示
さ
れ
た
。

⃝
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
緊
急
経
済

対
策
（
第
３
弾
）
の
補
正
予

算
を
臨
時
会
に
お
い
て
議
決

し
た
ば
か
り
。
経
済
対
策
の

確
実
な
早
期
執
行
に
対
し
、

議
会
は
監
視
機
能
を
発
揮
す

べ
き
時
期
で
あ
る
。
市
で
は

現
在
、
今
後
の
必
要
な
支
援

に
向
け
て
他
市
町
村
の
動
向

等
も
調
べ
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
修
正
の
必

要
は
な
い
と
判
断
す
る
。

後方支援資料館増設イメージ図

後方支援資料館

　現議長には、多くの疑問点を感じている。議会の代表者として、対外的な会議への出席意欲がな
いこと。本会議での動議の扱いについて誤ったほか、その取り扱いに時間を要したこと。産業建設
常任委員会がまとめた市への要望にスピード感をもって取り組まなかったことなどが挙げられる。
　議会の代表者という自覚と責任、努力が足りないので、やむを得ず不信任案を提出する。

発議者　新�田��勝�見

原 案 に賛  成
　
佐
々
木　
恵
美
子

　
佐
々
木　
敦
緒　

　
荒
川　
栄
悦　

⃝
 

後
方
支
援
資
料
館
増
設
の
必

要
性
は
理
解
す
る
。し
か
し
、

一
般
財
源
を
充
当
し
て
ま

で
、
今
、
増
設
を
す
る
緊
急

的
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。

「
東
日
本
大
震
災
10
年  

後

方
支
援
活
動
伝
承
懇
談
会
」

の
意
見
を
軽
視
す
る
訳
で
は

な
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後

で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

⃝
 

事
業
者
は
な
ん
と
か
資
金
調

達
を
し
、
耐
え
て
い
る
人
も

い
る
。
こ
の
年
末
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
か
、
先
に
対
す
る

不
安
か
ら
疲
弊
し
て
い
る
様

子
も
聞
く
。
悩
ん
で
い
て
も

声
を
出
せ
ず
に
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
ど
こ
で
、
だ
れ

が
困
っ
て
い
る
か
、
聞
き
取

り
調
査
の
継
続
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
地
域
経
済
復
興
に
向

け
て
の
投
資
の
方
が
、
地
域

に
と
っ
て
優
先
す
べ
き
こ

と
。
早
急
に
調
査
し
、
予
算

を
投
じ
る
べ
き
。

反  対

防災教育推進事業
2,448万円

●後方支援資料館展示内装業務
●看板製作
●公有財産購入

後方支援資料館増設については、 ７頁の予算等審査特別委員会の記事もあわせてご覧ください。

議長不信任動議・可決


